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１　はじめに

にんじんの原産地は、中東から南アジア
に位置するアフガニスタン周辺とされてお
り、日本へは原産地から東西の二つのルー
トに分かれて２系統のにんじんが入ってき
た。江戸時代に中国から入ってきた東ルー
トの東洋種と明治時代にヨーロッパから導
入した西ルートの西洋種である。にんじん
は、栽培期間が短く、収穫作業がしやすい
短根であることから、現在は西洋種の栽培
が多い。東洋種で現在一般的に流通してい
るのは、主に京都府などの関西地方で栽培

されている「金時にんじん」である。
にんじんは、生育適温18 ～ 20度と比

較的低温を好み、春夏にんじん（４月～７
月）、秋にんじん（８月～ 10月）、冬にん
じん（11月～翌３月）に区分される。春
夏にんじんは、徳島県、千葉県などの比較
的温暖な地域、秋にんじんは、暑さに弱い
ことから北海道、青森県などの冷涼地、冬
にんじんは、千葉県、長崎県などの温暖な
地域で生産され全国の産地がバトンをつな
いで周年供給体制を構築している（図１）。
近年は九州地域での生産が増えているが、
北海道、千葉県、徳島県の上位３県で全国
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図１ 平成 年産にんじんの主要産地（上位 県）
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出典：農林水産省「平成30年野菜生産出荷統計」

注：１ 都道府県名の前にある○の中の数値は、収穫量の多い順である。

２ 都道府県名の下の月・旬は主な出荷期間である。

※農畜産業振興機構ベジ探「野菜マップ」参照

https://vegetan.alic.go.jp/yasaimap/02data/s08_03.htm

図１　平成30年産にんじんの主要産地（上位10県）
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の出荷量の約６割を占めている。
にんじんは、和食や洋食だけでなく、お

菓子やジュースの食材としても適してお
り、家庭で欠くことのできない野菜である。
また、中食・外食や加工用の需要が多いが、
外食・加工用は太物で形が揃っているもの
が好まれるため輸入品の需要も多い。

今回は、にんじんの需給動向、野菜指定
産地の動向、全国一の冬にんじんの指定産
地である千葉県富里市農業協同組合（以下

「JA富里市」という）の取り組みを紹介す
る。

２　にんじんの需給動向

（1�）にんじんの作付面積・出荷量～作付
面積の減少の中で出荷量を確保～
平成２年産から30年産にかけてのにん

じんの需給動向をみると、作付面積は、２
年産２万3500ヘクタール、12年産２万
2300ヘクタール（２年産比95％）、22年
産１万9000ヘクタール（同81％）、30年
産１万7200ヘクタール（同73％）と、年
により増減はあるものの減少傾向となって
いる。種別にみると、春夏にんじんは、２
年産5650ヘクタール、12年産4720ヘク
タール（同84％）、22年産4220ヘクター
ル（同75％）、30年産4190ヘクタール（同

74％）、秋にんじんは、２年産8300ヘク
タール、12年産8280ヘクタール（同100 
％）、22年産6550ヘクタール（同79％）、
30年産5410ヘクタール（同65％）、冬に
んじんは、２年産9590ヘクタール、12年
産9330ヘクタール（同97％）、22年産82 
70ヘクタール（同86％）、30年産7630
ヘクタール（同80％）となっており、平
成７年産にかけて増加した後、減少傾向と
なっている。特に秋にんじんは、青森県が
春夏にんじんにシフトしたことなどから大
きく減少している（表１）。

出荷量は、２年産56万200トン、12年
産59万3000トン（２年産比106％）、22
年産52万6600トン（同94％）、30年産
51万2500トン（同91％）と、７年産にか
けて増加した後減少傾向となっている。種
別にみると、春夏にんじんは、２年産15
万4600トン、12年産15万4500トン（同
100 ％）、22年 産13万5300ト ン（ 同88 
％）、30年 産14万2900ト ン（ 同92 ％）、
秋 に ん じ ん は、２ 年 産18万5700ト ン、
12年産19万8600トン（同107％）、22年
産16万6200トン（同89％）、30年産16
万1400トン（同87％）、冬にんじんは、
２年産22万トン、12年産23万9900トン

（ 同109 ％）、22年 産22万5100ト ン（ 同
102％）、30年産20万8200トン（同95％）

表１　にんじんの作付面積の推移
（単位：ha）

平成
２年産

７年産 12 年産 17 年産 22 年産 27 年産 30 年産

２年比 ２年比 ２年比 ２年比 ２年比 ２年比

合計 23,500 24,500 104% 22,300 95% 19,000 81% 19,000 81% 18,100 77% 17,200 73%

春夏にんじん 5,650 5,290 94% 4,720 84% 4,240 75% 4,220 75% 4,520 80% 4,190 74%

秋にんじん 8,300 9,260 112% 8,280 100% 6,400 77% 6,550 79% 5,530 67% 5,410 65%

冬にんじん 9,590 9,940 104% 9,330 97% 8,350 87% 8,270 86% 8,060 84% 7,630 80%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：四捨五入により、合計値が一致しない場合がある。
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となっており、作付面積と同様に７年産に
かけて増加した後減少傾向となっている。
30年産の種別の出荷割合は、冬にんじん
41％、秋にんじん31％、春夏にんじん
28％となっている（表２）。出荷量の減少
幅が作付面積に比べて小さいが、各産地が
経営規模の拡大、機械化、栽培技術の向上、
種苗会社との連携による耐病性・耐暑性・
耐寒性・多収量など産地に適応した品種開
発などにより反収の増加を図っているため
と考えられる。

30年産のにんじんの都道府県別作付面
積と出荷量をみると、作付面積上位５県は、
北海道4640ヘクタール（全国シェア27 
％）、千葉県3010ヘクタール（同18％）、
青森県1160ヘクタール（同７％）、徳島

県983ヘクタール（同６％）、茨城県844
ヘクタール（同５％）の順となっている。
全国的にみると、大半の県で作付面積が減
少している中で、長崎県、熊本県、沖縄県
は増加している。沖縄県は、伝統野菜であ
る「島にんじん」の生産が増加している

（表３）。
出荷量上位５県は、北海道15万2400

トン（同30％）、千葉県10万1700トン（同
20％）、徳島県４万4200トン（同９％）、
青森県３万4800トン（同７％）、長崎県
３万400トン（同６％）の順となっており、
北海道と千葉県の上位２県で全体の５割を
占め、長崎県が出荷量を伸ばしている。種
別にみると、春夏にんじんは徳島県４万
4100トン（同31％）、秋にんじんは北海

表３　にんじんの都道府県別作付面積（平成30年産）
にんじん合計 春夏にんじん 秋にんじん 冬にんじん

作付面積
（ha）

割合
（％）

作付面積
（ha）

割合
（％）

作付面積
（ha）

割合
（％）

作付面積
（ha）

割合
（％）

順位 全国 17,200 100.0 全国 4,190 100.0 全国 5,410 100.0 全国 7,630 100.0
1 北海道 4,640 27.0 徳島 969 23.1 北海道 4,470 82.6 千葉 2,350 30.8
2 千葉 3,010 17.5 千葉 654 15.6 青森 295 5.5 茨城 623 8.2
3 青森 1,160 6.7 青森 630 15.0 - - - 長崎 535 7.0
4 徳島 983 5.7 長崎 297 7.1 - - - 鹿児島 512 6.7
5 茨城 844 4.9 熊本 235 5.6 - - - 埼玉 371 4.9
6 長崎 839 4.9 茨城 194 4.6 - - - 宮崎 354 4.6
7 熊本 602 3.5 北海道 173 4.1 - - - 熊本 346 4.5
8 鹿児島 567 3.3 埼玉 150 3.6 - - - 愛知 324 4.2
9 埼玉 530 3.1 宮崎 125 3.0 - - - 青森 233 3.1
10 宮崎 480 2.8 岐阜 69 1.6 - - - 新潟 147 1.9

その他 3,545 20.6 その他 694 16.6 その他 645 11.9 その他 1,835 24.0
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

表２　にんじんの出荷量の推移 （単位：トン）

平成
２年産

７年産 12 年産 17 年産 22 年産 27 年産 30 年産 30 年産
種別別割合２年比 ２年比 ２年比 ２年比 ２年比 ２年比

合計 560,200 630,000 112% 593,000 106% 539,700 96% 526,600 94% 563,000 100% 512,500 91% 100%

春夏にんじん 154,600 154,700 100% 154,500 100% 133,600 86% 135,300 88% 149,900 97% 142,900 92% 28%

秋にんじん 185,700 228,600 123% 198,600 107% 184,600 99% 166,200 89% 182,500 98% 161,400 87% 31%

冬にんじん 220,000 246,800 112% 239,900 109% 221,500 101% 225,100 102% 230,500 105% 208,200 95% 41%

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：四捨五入により、合計値が一致しない場合がある。
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道14万7200トン（同91％）、冬にんじん
は千葉県７万9200トン（同38％）に生
産が集中している（表４）。特に北海道の
秋にんじんは、全国出荷量の９割を占めて
おり、十勝地域、網走地域、上川地域およ
び後志地域が主な産地である。28年８月
に４つの台風が北海道に上陸し災害が発生
したため、秋口の秋にんじんの供給量が減
少し全国的に価格が高騰した。北海道の秋
にんじんの生産・出荷の安定化によって需
給・価格の安定が図られる一方で、北海道
産の作柄によって相場が影響を受けやすく
なっており、価格が高騰すると中国などか
らの輸入が増えるきっかけとなる。

東京都中央卸売市場と大阪中央卸売市場
（大阪市中央卸売市場本場・東部および大
阪府中央卸売市場。以下同じ）の30年の
にんじんの月別入荷実績をみると、東京都
中央卸売市場の入荷量第１位は、春にんじ
んは４月～５月が徳島県、６月が千葉県、
７月が青森県、秋にんじんはすべての月が
北海道、冬にんじんはすべての月が千葉県
となっている。20年と比べると、入荷量

上位10県では徳島県及び青森県が増加し
た（図２）。

次に大阪中央卸売市場の入荷量第１位を
みると、春にんじんは４月～５月が徳島県、
６月が長崎県、７月が青森県、秋にんじん
はすべての月が北海道、冬にんじんは11
月が北海道、12月が長崎県、１月～３月
が鹿児島県となっている。20年と比べ入
荷量上位10県では宮崎県、長崎県、千葉県、
鹿児島県、和歌山県の入荷量が増加してお
り、特に宮崎県、長崎県、鹿児島県は２割
以上の大幅増となっている（図３）。

青果物の市場への出荷は、通常、運送コ
ストや鮮度保持、近年のドライバー不足問
題などから、関東・東北・北海道の産地は
東京市場までの出荷、逆に四国・九州の産
地は大阪市場までの出荷が主体となること
が多い。しかし、春夏にんじんの４月～５
月は徳島県、秋にんじんの８月～ 10月は
北海道が東京・大阪両市場の入荷量第1位
となっており、秋にんじんの全国出荷量
シェア９割の北海道は、トラックや鉄道な
どを利用して北海道から九州までの全国の

表４　にんじんの都道府県別出荷量（平成30年産）
にんじん合計 春夏にんじん 秋にんじん 冬にんじん

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

順位 全国 512,500 100.0 全国 142,900 100.0 全国 161,400 100.0 全国 208,200 100.0
1 北海道 152,400 29.7 徳島 44,100 30.9 北海道 147,200 91.2 千葉 79,200 38.0
2 千葉 101,700 19.8 千葉 22,500 15.7 青森 8,090 5.0 長崎 20,500 9.8
3 徳島 44,200 8.6 青森 20,600 14.4 - - - 茨城 17,700 8.5
4 青森 34,800 6.8 長崎 9,890 6.9 - - - 鹿児島 14,300 6.9
5 長崎 30,400 5.9 茨城 7,730 5.4 - - - 愛知 12,400 6.0
6 茨城 25,600 5.0 熊本 6,640 4.6 - - - 埼玉 11,800 5.7
7 埼玉 16,300 3.2 北海道 5,180 3.6 - - - 宮崎 9,820 4.7
8 熊本 16,200 3.2 埼玉 4,480 3.1 - - - 熊本 8,920 4.3
9 鹿児島 15,200 3.0 宮崎 4,030 2.8 - - - 青森 6,060 2.9
10 宮崎 13,800 2.7 岐阜 2,890 2.0 - - - 東京 2,940 1.4

その他 61,900 12.1 その他 14,860 10.4 その他 6,110 3.8 その他 24,560 11.8
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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主要市場に出荷している。
東京都中央卸売市場の25年～ 29年の５

カ年平均の卸売価格をみると、月ごとの差
は比較的小さいが、冬ものが入荷する11
月以降価格が上昇し、春ものの入荷が始ま
る４月が最も高値となり、その後10月に
かけて値を下げていく傾向にある。夏場に
価格が安くなる理由は、にんじんは加熱し

て食べることが多く、夏休みで給食がなく
なり需要が減少するためと考えられる。東
京都中央卸売市場の30年の卸売価格は、
台風などによる天候不順で北海道からの入
荷が減少したため１キログラム当たり
160円となり、20年以降では28年の168
円に次ぐ高値となった。30年１月～４月
は主産地の千葉県が29年10月の日照不
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場年報）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：大阪市中央卸売市場年報および大阪府中央卸売市場年報）

図２　にんじんのリレー出荷
（平成30年東京都中央卸売市場の月別入荷実績）

図３　にんじんのリレー出荷
（平成30年大阪中央卸売市場の月別入荷実績）
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足、長雨、徳島県が播種期の台風や低温か
ら生育が遅延、７月は主産地の青森県およ
び北海道が４月～５月の低温、６月下旬か
ら７月上旬の豪雨、長雨で生育が停滞、９
月～ 11月は主産地の北海道が７月中旬以
降の高温、干ばつ、台風、千葉県も８月の
高温、台風、９月の日照不足による生育が
遅延し入荷量が減少して高値となった。

（２�）にんじんの輸入動向　～中国からの
加工・業務用の輸入量が増加～

生鮮にんじんの輸入量は、平成20年の
４万3005トンから30年の11万579トン
へ2.6倍に増加している（図４）。20年は
１月に中国産冷凍ギョーザ農薬混入事件が
発生し輸入量が大幅に減少したが、23年
以降は増加に転じ、毎年８～ 10万トン程
度が外食・中食、カット野菜などの加工・
業務用として主に中国から輸入されてい
る。30年に輸入量が増加したのは、前述
したとおり台風や低温による主産地の生育
遅延などにより出荷量が減少し国内価格が
高値で推移したためである。過去の輸入実
績をみると、５年以降は輸入量が急激に増
加し周年で５万トン以上が輸入されてお

り、５年頃を境に国内価格が高い時期のス
ポット輸入から外食などの加工・業務用と
しての周年輸入が定着したと考えられる。
主な輸入先は、７年までは台湾が第１位で
あったが、８年以降は中国が第１位となり、
輸入量の大半を占めている。

国別輸入量をみると、輸入量が2.6倍に
増加する中で中国産のシェアが20年の
61％から30年の87％に大幅に拡大し、
かつ周年で輸入されている。次いで台湾、
ベトナム、豪州と続いており、ベトナム産
が増加している（図５）。

生鮮にんじんの月別輸入量（平成25 ～
29年の５年間平均）をみると、国内価格
が上昇し始める年明けから徐々に増加し、
４月以降は6100 ～ 8100トンの間で推移
している。年間を通じて輸入品に対する加
工・業務用需要があることに加え、国内価
格によって輸入量が増減する。（図６）。ま
た、消費者が購入するにんじんのサイズが
使い切りサイズのため、主産地がＭサイズ
を中心に生産・出荷しているため、加工・
業務用のＬサイズ以上が少なくなっている
ことも輸入の増加要因となっている。
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図４　にんじん（生鮮）の輸入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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平成30年の生鮮にんじんの輸入価格
（CIF価格）は、１キログラム当たり55円
で、国内価格（東京都中央卸売市場卸売価

格１キログラム当たり161円）の３割程
度となっている。20年以降も国内価格の
３～４割の間で推移している。

中国

（ ）台湾

ニュージーランド

豪州 その他

平成 年

43,005トン
中国

（ ）

台湾

ベトナム
豪州

その他

平成 年

110,579トン

図５　にんじん（生鮮）の輸入量の比較（平成20年及び30年）
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図６　にんじん（生鮮）の月別輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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（3�）　にんじんの消費動向　～家庭で欠か
せない基本食材として消費は安定～
生鮮野菜全体の購入数量が減少する中

で、にんじんの１人当たり年間購入数量は、
平成２年2627グラム、12年2721グラム

（平成２年比104％）、22年2742グラム
（同104％）、30年2697グラム（同103％）
と、2600 ～ 3000グラム程度で推移して
いる。１人当たり年間購入金額も２年860
円、12年732円（同85％）、22年765円（同
89％）、30年877円（同102％）と、730
～ 940円程度で推移している（表５、６）。
にんじんは、価格が高いときは購入量が若
干減少するが、多様な料理方法があり、家
庭で欠くことのできない基本食材として購
入量の変動は比較的小さい。

にんじんには、緑黄色野菜の中でもα-
カロテン、β-カロテンが多く含まれてい
る。特にβ-カロテンが豊富で、体内での
ビタミンＡ転換が最も効率的に進み、にん
じんがオレンジ色をしているのは、β-カ
ロテンがオレンジ色をしているためであ
る。また、β-カロテンは抗酸化性も強く
て体内で活性酸素を消去するため、活性酸
素の増加に由来する病気の予防が期待され
ている。そのほか、カリウムや食物繊維も
含まれており、カリウムは体内のナトリウ
ムを排出し、高血圧を予防する効果があり、
食物繊維は便秘や痔の解消効果に加え血糖
値の上昇をゆるやかにする作用がある。ま
た、にんじんは、炒め物や煮物など和洋中
の幅広い料理に使われるほか、その鮮やか

表５　指定野菜14品目の１人当たり年間購入数量（全国・２人以上の世帯）
（単位：グラム、％）

区　分 品目名
平成
２年

７年 12 年 17 年 22 年 27 年 30 年
平成２年比

7 年 12 年 17 年 22 年 27 年 30 年

根菜類
だいこん 5,729 5,728 5,578 4,979 4,448 4,488 3,926 100.0 97.4 86.9 77.6 78.3 68.5

にんじん 2,627 2,790 2,721 2,660 2,742 2,991 2,697 106.2 103.6 101.3 104.4 113.9 102.7

土物類
ばれいしょ 4,361 4,160 4,078 3,585 3,482 3,383 3,178 95.4 93.5 82.2 79.9 77.6 72.9

さといも 1,085 1,133 1,003 935 719 639 504 104.4 92.4 86.1 66.3 58.9 46.4

葉茎
菜類

はくさい 2,949 2,902 2,770 2,679 2,674 2,775 2,613 98.4 93.9 90.9 90.7 94.1 88.6

キャベツ 5,328 5,150 5,267 4,880 5,551 5,993 5,711 96.7 98.9 91.6 104.2 112.5 107.2

ほうれんそう 1,832 1,660 1,531 1,301 1,146 1,107 1,025 90.6 83.6 71.0 62.5 60.4 55.9

レタス 1,648 1,662 1,717 1,809 1,722 1,956 2,108 100.9 104.2 109.8 104.5 118.7 127.9

ねぎ 1,621 1,694 1,790 1,682 1,641 1,617 1,482 104.5 110.4 103.8 101.2 99.7 91.4

たまねぎ 4,789 4,656 4,872 4,776 4,939 5,607 5,368 97.2 101.7 99.7 103.1 117.1 112.1

果菜類

きゅうり 3,634 3,437 3,147 2,873 2,661 2,583 2,589 94.6 86.6 79.1 73.2 71.1 71.2

なす 1,924 1,767 1,909 1,592 1,458 1,347 1,389 91.9 99.2 82.8 75.8 70.0 72.2

トマト 3,552 3,448 3,984 3,681 3,498 4,016 3,989 97.1 112.2 103.6 98.5 113.1 112.3

ピーマン 710 746 857 801 776 891 982 105.1 120.8 112.8 109.4 125.6 138.3

生鮮野菜計 58,284 58,053 58,901 55,592 55,372 57,451 55,470 99.6 101.1 95.4 95.0 98.6 95.2
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）

表６　にんじんの１人当たり年間購入金額
（単位：円、％）

平成２年 ７年 12 年 17 年 22 年 27 年 30 年

購入額 ２年比 購入額 ２年比 購入額 ２年比 購入額 ２年比 購入額 ２年比 購入額 ２年比 購入額 ２年比

にんじん 860 100.0 937 109.0 732 85.1 732 85.1 765 89.0 823 95.7 877 102.0

生鮮野菜計 22,501 100.0 22,630 100.6 21,096 93.8 19,966 88.7 21,251 94.4 23,780 105.7 24,257 107.8
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）
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な色からお菓子やジュースの原料としても
人気があり、長期貯蔵も可能であることか
ら消費は安定している（注１）。

注 １： 詳 し く は、 農 畜 産 業 振 興 機 構「 野 菜 ブ ッ ク
h t t p s : / / w w w . a l i c . g o . j p / y - s u i s h i n /
yajukyu01_000313.html」を参照

３　にんじんの指定産地の動向

（1�）　指定産地は全国作付面積の７割、出
荷量の８割を担うにんじんの中核供給
基地
にんじんの指定産地の数は、平成２年産

88地区、12年産86地区（平成２年産比
98％）、22年産64地区（同73％）、30年
産64地区（同73％）と減少傾向にある。
12年産以降農協合併などによる指定産地
同士の統合などで減少したが、22年産以
降は64 ～ 65産地を維持している。

にんじんの指定産地の作付面積は、２年
産１万2514ヘクタール、12年産１万28 

73ヘクタール（平成２年産比103％）、
22年産１万2600ヘクタール（同101％）、
30年産１万1500ヘクタール（同92％）
と、全国の作付面積が27％減少する中で、
指定産地は８％の減少にとどまっている。
出荷量は、２年産37万9523トン、12年
産41万5264トン（平成２年産比109％）、
22年産38万9100トン（同103％）、30
年産40万500トン（同106％）と、全国
出荷量が減少する中で６％増加している。
この間、指定産地の収穫農家１戸当たりの
作付面積は、２年産0.43ヘクタール、12年
産0.89ヘ ク タ ー ル（ ２ 年 産 比208 ％）、
22年産1.34ヘクタール（同312％）30
年産1.72ヘクタール（403％）と、約４倍
に拡大し、指定産地外（30年産0.13ヘク
タール）の約13倍になっており、各指定
産地が経営規模の拡大や機械化などにより
効率的な経営を展開し、全国出荷量が減少
する中で出荷量増を実現していることがう
かがえる（表７）。

表７　にんじんの指定産地の作付面積及び出荷量
平成２年産 ７年産 12 年産 17 年産

2 年産比 2 年産比 2 年産比 2 年産比
産地数（地区） 88 100% 88 100% 86 98% 74 84%
作付面積（ha） 12,514 100% 13,137 105% 12,873 103% 12,000 96%
出荷量（トン） 379,523 100% 412,684 109% 415,264 109% 406,300 107%
収穫農家数（戸） 29,254 100% 29,719 102% 14,453 49% 13,539 46%
収穫農家当たりの作付面積

（ha ／戸） 0.43 100% 0.44 103% 0.89 208% 0.89 207%

指定産地外の収穫農家数当たり
の作付面積（ha ／戸） － － － － － － 0.10 －

22 年産 27 年産 30 年産
2 年産比 2 年産比 2 年産比

産地数（地区） 64 73% 65 74% 64 73%
作付面積（ha） 12,600 101% 11,800 94% 11,500 92%
出荷量（トン） 389,100 103% 428,300 113% 400,500 106%
収穫農家数（戸） 9,435 32% 12,556 43% 6,674 23%
収穫農家当たりの作付面積

（ha ／戸） 1.34 312% 0.94 220% 1.72 403%

指定産地外の収穫農家数当たり
の作付面積（ha ／戸） 0.10 － 0.13 － 0.13 －

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」「農林業センサス」、農畜産業振興機構調べ
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にんじんの指定産地の種別の作付面積上
位５県の推移をみると、春夏にんじんは、
２年産は、徳島県1016ヘクタール（全国
シェア31％）、青森県646ヘクタール（同
20 ％）、千 葉 県612ヘ ク タ ー ル（ 同19 
％）、埼玉県386ヘクタール（同12％）、
岐阜県130ヘクタール（同４％）、30年産
は、徳島県952ヘクタール（同33％）、青
森県570ヘクタール（同20％）、千葉県
490ヘクタール（同17％）、長崎県273ヘ
クタール（10％）、北海道147ヘクタール

（同５％）となっており、全国的な作付面
積の減少の中長崎県と北海道のシェアが拡
大している。

秋にんじんは、２年産は、北海道4223
ヘクタール（全国シェア87％）、青森県
466ヘクタール（同10％）、岩手県50ヘ
クタール（同１％）、長野県48ヘクタール

（ 同 １ ％）、 新 潟 県38ヘ ク タ ー ル（ 同
0.8％）、30年産は、北海道4104ヘクター
ル（同97.5％）、青森県106ヘクタール（同
2.5％）となっており、北海道と青森県に
指定産地が集約され、北海道が98％と圧
倒的なシェアを占めている。

冬にんじんは、２年産は、千葉県1710
ヘクタール（全国シェア39％）、埼玉県
547ヘクタール（同12％）、愛知県504ヘ
クタール（同11％）、長崎県476ヘクター
ル（同11％）、茨城県312ヘクタール（同
７％）、30年産は、千葉県2182ヘクター
ル（同49％）、長崎県517ヘクタール（同
12％）、茨城県368ヘクタール（同８％）、
鹿児島県310ヘクタール（同７％）、埼玉
県293ヘクタール（同７％）となってお
り、富里地区を擁する千葉県が全国作付面
積の約５割を占め、長崎県、茨城県、鹿児
島県で作付面積が増加している。

にんじんの指定産地の作付面積上位５県
の合計をみると、春夏にんじんは、２年産
2790ヘクタール（全国シェア85％）、30
年産2432ヘクタール（同86％）、秋にん
じ ん は、 ２ 年 産4825ヘ ク タ ー ル（ 同
100 ％）、30年 産4210ヘ ク タ ー ル（ 同
100％）、冬にんじんは、２年産3549ヘ
クタール（同81％）、30年産3670ヘク
タール（同83％）となっており、冬にん
じんは上位５県のシェアが拡大する一方、
春夏にんじんと秋にんじんは減少してい
る。

にんじんの全国作付面積が２年産から
30年産に27％減少する中で、指定産地上
位５県は８％の減少にとどまっている。
30年産の上位２県と上位５県の全国作付
面 積 シ ェ ア は、 春 夏 に ん じ ん54 ％・
86％、秋にんじん100％・100％、冬に
んじん61％・83％と主産県に生産が集中
しており、大規模な指定産地が効率的な経
営を展開し消費地への安定供給の役割を
担っている（表８）。

にんじんの指定産地の全国シェアは、作
付面積では、２年産53％、12年産58％、
22年産66％、30年産67％、出荷量では、
２ 年 産68 ％、12年 産70 ％、22年 産74 
％、30年産78％となっており、指定産地
は作付面積の約７割、出荷量の約８割を担
うにんじんの中核供給産地となっている

（表９）。

（２�）　にんじんの全国出荷量の約５割が野
菜価格安定制度を活用

にんじんの野菜価格安定制度の交付予約
数量（制度加入数量）は、平成２年度14
万8133トン、12年度18万6544トン（平
成２年度比126％）、22年度22万2679ト
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表８　にんじんの指定産地の作付面積上位５県
○春夏にんじん	 （単位：ha、％）

平成２年産 17 年産 27 年産 30 年産

作付面積 割合 作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
順位 全国 3,289 100.0 2,779 100.0 84.5 3,020 100.0 91.8 2,844 100.0 86.5

1 徳島県 1,016 30.9 徳島県 942 33.9 徳島県 992 32.8 徳島県 952 33.5
2 青森県 646 19.6 千葉県 523 18.8 青森県 555 18.4 青森県 570 20.0
3 千葉県 612 18.6 青森県 484 17.4 千葉県 512 17.0 千葉県 490 17.2
4 埼玉県 386 11.7 埼玉県 215 7.7 長崎県 274 9.1 長崎県 273 9.6
5 岐阜県 130 4.0 長崎県 183 6.6 北海道 231 7.6 北海道 147 5.2

上位
５県
計

2,790 84.8 2,347 84.5 84.1 2,564 84.9 91.9 2,432 85.5 87.2

○秋にんじん	 （単位：ha、％）
平成２年産 17 年産 27 年産 30 年産

作付面積 割合 作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
順位 全国 4,839 100.0 4,538 100.0 93.8 4,170 100.0 86.2 4,210 100.0 87.0

1 北海道 4,223 87.3 北海道 4,278 94.3 北海道 4,028 96.6 北海道 4,104 97.5
2 青森県 466 9.6 青森県 225 5.0 青森県 142 3.4 青森県 106 2.5
3 岩手県 50 1.0 新潟県 35 0.8 − − − − − −
4 長野県 48 1.0 − − − − − − − − −
5 新潟県 38 0.8 − − − − − − − − −

上位
５県
計

4,825 99.7 4,538 100.0 94.1 4,170 100.0 86.4 4,210 100.0 87.3

○冬にんじん	 （単位：ha、％）
平成２年産 17 年産 27 年産 30 年産

作付面積 割合 作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
作付
面積 割合 H2

年比
順位 全国 4,386 100.0 4,725 100.0 107.7 4,628 100.0 105.5 4,445 100.0 101.3

1 千葉県 1,710 39.0 千葉県 2,322 49.1 千葉県 2,237 48.3 千葉県 2,182 49.1
2 埼玉県 547 12.5 長崎県 492 10.4 長崎県 536 11.6 長崎県 517 11.6
3 愛知県 504 11.5 茨城県 377 8.0 茨城県 399 8.6 茨城県 368 8.3
4 長崎県 476 10.9 愛知県 368 7.8 愛知県 314 6.8 鹿児島県 310 7.0
5 茨城県 312 7.1 埼玉県 298 6.3 埼玉県 304 6.6 埼玉県 293 6.6

上位
５県
計

3,549 80.9 3,857 81.6 108.7 3,790 81.9 106.8 3,670 82.6 103.4

表９　にんじんの全国及び指定産地の作付面積・出荷量
（単位：ha、トン、％）

平成２年産 ７年産 12 年産 17 年産
作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量

全国計 23,500 560,200 24,500 630,000 22,300 593,000 19,000 539,700
うち指定産地計 12,514 379,523 13,137 412,684 12,873 414,845 12,000 406,300
指定産地のシェア 53.3 67.7 53.6 65.5 57.7 70.0 63.2 75.3

22 年産 27 年産 30 年産
作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量

全国計 19,000 526,600 18,100 563,000 17,200 512,500
うち指定産地計 12,600 389,100 11,800 428,300 11,500 400,500
指定産地のシェア 66.3 73.9 65.2 76.1 66.9 78.1

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

○にんじん計	 （単位：ha、％）
平成２年産 17 年産 27 年産 30 年産
作付面積 作付面積 平成２年比 作付面積 平成２年比 作付面積 平成２年比

上位５県の
作付面積合計 11,164 10,742 96.2 10,524 94.3 10,312 92.4 

資料：農林水産省資料「野菜生産出荷統計」
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表10　にんじんの野菜価格安定制度の加入状況
（単位：トン、％）

平成２年度 ７年度 12 年度 17 年度
交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比
交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比
交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比

春夏
にんじん 52,951 154,600 34.3 62,564 154,700 40.4 118.2 64,460 154,500 41.7 121.7 70,173 133,600 52.5 132.5

秋
にんじん 12,492 185,700 6.7 17,145 228,600 7.5 137.2 37,155 198,600 18.7 297.4 60,151 184,600 32.6 481.5

冬
にんじん 82,690 220,000 37.6 81,802 246,800 33.1 98.9 84,929 239,900 35.4 102.7 90,416 221,500 40.8 109.3

合計 148,133 560,200 26.4 161,511 630,000 25.6 109.0 186,544 593,000 31.5 125.9 220,740 539,700 40.9 149.0

（単位：トン、％）
22 年度 27 年度 30 年度

交付予約
数量

全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比
交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比
交付予約

数量
全　国
出荷量 カバー率 平成

2 年比

春夏
にんじん

69,636 135,300 51.5 131.5 76,079 149,900 50.8 143.7 78,574 142,900 55.0 148.4

秋
にんじん

58,130 166,200 35.0 465.3 63,447 182,500 34.8 507.9 65,721 161,400 40.7 526.1

冬
にんじん

94,913 225,100 42.2 114.8 90,153 230,500 39.1 109.0 89,430 208,200 43.0 108.2

合計 222,679 526,600 42.3 150.3 229,679 563,000 40.8 155.0 233,725 512,500 45.6 157.8

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、農畜産業振興機構調べ

ン（ 同150 ％）、30年 度23万3725ト ン
（同158％）と、約６割増加している。種
別にみると、春夏にんじんが２年度５万
2951ト ン、30年 度 ７ 万8574ト ン（ 同
148％）、秋にんじんが２年度１万2492
トン、30年度６万5721トン（同526％）、
冬にんじんが２年度８万2690トン、30
年度８万9430トン（同108％）となって
おり、全ての種別で増えており、秋にんじ
んは５倍以上に増加している。

にんじんの全国出荷量に対する交付予約
数量の割合（制度加入率）は、２年度
26％、12年度32％、22年度42％、30
年度46％と、年々増加し約５割となって
いる。種別にみると、春夏にんじんが２年
度34％、30年度55％、秋にんじんが２
年度７％、30年度41％、冬にんじんが２
年度38％、30年度43％となっており、
春夏にんじんの加入率が高くなっている。

にんじんの全国出荷量の約５割で野菜価
格安定制度が活用されており、全国で64
地区の指定産地が露地で栽培されるにんじ

んの天候などによる価格変動リスクに対応
しながら安定生産・安定出荷に取り組んで
いることがうかがえる（表10）。

（3�）　にんじんの入荷量・価格の変動は縮
小・安定化
にんじんの価格動向を、東京都中央卸売

市場月別販売単価を使って、昭和41年度
～ 43年度の「制度創設期」、平成３年度
～５年度の「中間期」、28年度～ 30年度
の「最近年」で比較する。春夏にんじんの
平均価格（１キログラム当たり）は、制度
創 設 期38円（100 ％）、 中 間 期160円

（425％）、最近年147円（390％）、秋に
んじんは、制度創設期36円（100％）、中
間期146円（404％）、最近年157円（43 
3％）、冬にんじんは、制度創設期31円

（100％）、中間期112円（363％）、最近
年147円（480％）となっており、いず
れの種別も４倍以上上昇しており、秋にん
じんは価格上昇率・販売単価ともに高く
なっている（表11）。
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次に、にんじんの３つの期間の入荷量の
変化を東京都中央卸売市場月別入荷量の変
動でみる。「変動係数」とは、「標準偏差÷
平均」で求められ、バラツキや振れの大き
さを示して値が小さいほど入荷量の変動が
小さいことを示している。春夏にんじんの
月別入荷量の変動係数は、制度創設期
0.16、中間期0.10、最近年0.17、秋にん
じんは、制度創設期0.16、中間期0.11、
最近年0.13、冬にんじんは、制度創設期
0.15、中間期0.12、最近年0.13円となっ
ており、にんじんの入荷量の変動は他の野
菜に比べると小さい。

にんじんの３つの期間の価格変動を東京
都中央卸売市場月別販売価格の変動係数で
みると、春夏にんじんは、制度創設期
0.39、中間期0.44、最近年0.20、秋にん
じんは、制度創設期0.14、中間期0.34、
最近年0.44、冬にんじんは、制度創設期
0.36、中間期0.23、最近年0.22となって
おり、春夏にんじんと冬にんじんは価格変
動が縮小しているが、秋にんじんは若干拡

大している。28年と30年の9月から11月
にかけて台風、長雨などで全国出荷量の大
半を占める北海道が不作となり、価格が高
騰したことが要因と考えられる。

にんじんは、露地で栽培されるために天
候の影響を受けやすいが、この間に指定産
地が全国作付面積の約７割、出荷量の約８
割を占めるようになり、野菜価格安定制度
の加入率も全国出荷量の約５割に達してお
り、しっかりとした指定産地が育成されて
安定生産・安定出荷が行われるようになっ
たことが、入荷量と価格の安定に寄与して
いるものと考えられる。他方で、北海道の
秋にんじんのように特定産地に生産が集中
するとその産地の作柄によって相場が影響
を受けやすくなることも示している（表
12）。

（４�）　野菜価格安定制度の効果（制度加入
農家と非加入農家の比較（試算））

野菜価格安定制度による価格低落時の経
済効果について、天候の影響を受けやすい

表11　にんじんの平均卸売価格
（単位：円 / ㎏、％）

制度創設期
S41 ～ 43 年度 A

中　間　期
H3 ～ 5 年度 B

最　近　年
H28 ～ 30 年度 C

A/A B/A C/A
春夏にんじん 38 100 160 425 147 390 
秋にんじん 36 100 146 404 157 433 
冬にんじん 31 100 112 363 147 480 
にんじん 34 100 136 395 150 436 
資料：東京都中央卸売市場年報

表12　にんじんの入荷量と卸売価格の変動係数
制度創設期

S41 ～ 43 年度 A
中　間　期

S3 ～ H5 年度
最　近　年

H28 ～ 30 年度
入荷量 卸売価格 入荷量 卸売価格 入荷量 卸売価格

春夏にんじん 0.16 0.39 0.10 0.44 0.17 0.20 
秋にんじん 0.16 0.14 0.11 0.34 0.13 0.44 
冬にんじん 0.15 0.36 0.12 0.23 0.13 0.22 
にんじん 0.17 0.34 0.12 0.41 0.15 0.30 
資料：東京都中央卸売市場年報
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露地で栽培される冬にんじんの出荷量全国
１位の千葉県の指定産地である富里地区の
平均的な規模の農家（平均作付面積1.5ヘ
クタール）を想定し、制度に加入していた
場合と加入していない場合の収益を試算し
て比較する。

にんじん農家の平均収益（粗収入－農業
経営費）を、作付面積1.5ヘクタール、出
荷量（11月～翌３月）55トン、関東市場
向け冬にんじんの１キログラム当たり平均
販売価格109.04円として試算すると201
万円の黒字、つまり売上げから諸経費を差
し引いた201万円が農家の手元に残るこ
とになる。

同じ条件で生育期の好天から豊作となり
平均販売価格が３割下落し、１キログラム
当たり76.33円（109.04円×0.7）となっ
た場合、野菜価格安定制度に加入していれ
ば、保証基準額と平均販売価格の差額の９
割である107万円が生産者補給金として
交付されるため、農家収益は128万円と

なる。一方、野菜価格安定制度に加入して
いなかった場合の農家収益は21万円に縮
小する（表13）。

富里地区のにんじんの生産は、７月下旬
から８月中旬にかけて播種を行い、10月
下旬から３月まで収穫・出荷する（出荷最
盛期は11月下旬から12月下旬）。にんじ
んは、露地で栽培されるため天候により作
柄が大きく左右され、実際に平成28年は
秋の生育期の好天から生育が順調で太物が
多くなり出荷量が増加して年明けから卸売
価格が平年比で３割程度下落した。単純な
試算であるが、平均販売価格が平年に比べ
て３割低下すると、冬にんじんの農家収益
は20万円程度に縮小し、経営への打撃の
みならず次期作の生産意欲にも影響を与え
ることになる。これに対し、制度に加入し
ていた場合は、平年と比べれば４割程度と
なるが、130万円程度の資金が手元に残っ
て農家経営の安定と次期作の確保が可能と
なる。

表13　千葉県富里地区の冬にんじん農家の収益の試算
区　　　　　分 係　　　数 備　　　　　考

1 富里市の冬にんじんの 10 アー
ル当たり収量 3.79 トン /10a 平成 30 年産野菜生産出荷統計（市町村別）

2 農業経営費 266 万円 /ha 平成 30 年個別経費の営農類型別経営統計
にんじんの部門経営費

3 農家１戸当たり作付面積 1.5 ha/ 戸 富里地区の平均作付面積 1.50 ヘクタール
4 富里市の出荷量／収穫量率 0.96 収穫量２万 5800 トン、出荷量２万 4700 トン

5 千葉県の冬にんじんの平均販売
価格 109.04 円 / ㎏ 関東向け 11 ～３月出荷分

6 農家１戸当たり出荷量 55 トン 3.79 トン /10a × 1.5ha × 0.96
7 平年の農家粗収入 600 万円 109.04 円 / ㎏× 55 トン
8 平年の農家経営費 399 万円 266 万円× 1.5ha
9 平年の農家収益 201 万円 600 万円 -399 万円

10 価格が３割低下した場合の農家
粗収入 420 万円 55 トン× 76.33 円 / ㎏（109.04 円 / ㎏× 0.7）

11 制度に加入していなかった場合
の農家収益（価格３割低下） 21 万円 420 万円 -399 万円

12 生産者補給金 107 万円
(( 保証基準額 95.00 円 / ㎏ -74.10 円 / ㎏ ) ×補填
率 0.9) × 22 トン＋ ( 保証基準額 100.00 円 / ㎏
-77.81 円 / ㎏ ) ×補填率 0.9) × 33 トン

13 制度に加入していた場合の農家
収益（価格３割低下） 128 万円 420 万円－ 399 万円＋ 107 万円

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」「農業経営統計調査」、農畜産業振興機構調べ
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４　�全国一の冬にんじん産地の千葉県JA
富里市の取り組み

（1�）　千葉県富里地区は冬にんじん出荷量
の12％を占める全国一の指定産地
千葉県富里地区は、昭和55年に冬にん

じんの指定産地に指定され、作付面積680
ヘクタールを擁する全国一の冬にんじんの
指定産地である。富里地区の冬にんじんの
作付面積は、全国の作付面積が２割減少す
る中で、２年産394ヘクタール、12産年
500ヘクタール（平成２年産比127％）、
22年産670ヘクタール（同170％）、30
年産680ヘクタール（同173％）と、７
割以上増加している。出荷量も、２年産
１ 万5100ト ン、12年 産 １ 万8500ト ン

（平成２年産比123％）、22年産１万85 
00トン（同123％）、30年産２万4700ト

ン（同164％）と、６割以上増加し、富
里地区は全国の冬にんじん出荷量の12％
を占める全国一の指定産地となっている

（表14）。
富里地区の冬にんじんの収穫農家数は、

17年産622戸、27年産468戸（17年産比 
75％）、30年産453戸（同73％）と全国
の減少率（36％）よりも少ないものの
27％減少している。収穫農家１戸当たり
の作付面積は、17年産0.99ヘクタール、
27年産1.45ヘクタール（同146％）、30
年産1.50ヘクタール（同152％）と、1.5
倍に拡大し、全国の平均作付面積の4.8倍
となるなど、農家数が減少する中で経営規
模の拡大、機械化、栽培技術の向上などを
積極的に進め、出荷量を増加させてきたこ
とがうかがえる（表15）。

表15　富里地区の冬にんじんの収穫農家数と１戸当たり作付面積 （単位：戸、ha）

平成２年産 17年産 22年産 27年産 30年産
収　穫
農家数

１戸当たり
作付面積

収　穫
農家数

１戸当たり
作付面積

収　穫
農家数

１戸当たり
作付面積

収　穫
農家数

１戸当たり
作付面積

収　穫
農家数

１戸当たり
作付面積

富里 (a) 892 0.44 622 0.99 481 1.36 468 1.45 453 1.50
(100%) (100%) (77%) (137%) (75%) (146%) (73%) (152%)

全国 (b) - - 83,594 0.23 83,594 0.25 53,865 0.34 53,865 0.31
- - (100%) (100%) (100%) (109%) (64%) (148%) (64%) (135%)

(a)/(b) - - 0.7% 430% 0.6% 544% 0.9% 426% 0.8% 484%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」「農林業センサス」、農畜産業振興機構調べ

表14　富里地区の冬にんじんの生産・出荷動向（単位：ha、ｔ）
平成２年産 ７年産 12 年産 17 年産

作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量

富里 (a)
394 15,100 403 15,500 500 18,500 614 21,800

(100%) (100%) (102%) (103%) (127%) (123%) (156%) (144%)

全国 (b)
9,590 220,000 9,940 246,800 9,330 239,900 8,350 221,500

(100%) (100%) (104%) (112%) (97%) (109%) (87%) (101%)
(a)/(b) 4% 7% 4% 6% 5% 8% 7% 10%

22 年産 27 年産 30 年産
作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量

富里 (a)
670 18,500 680 26,400 680 24,700

(170%) (123%) (173%) (175%) (173%) (164%)

全国 (b)
8,240 227,600 8,060 230,500 7,630 208,200
(86%) (103%) (84%) (105%) (80%) (95%)

(a)/(b) 8% 8% 8% 11% 9% 12%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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（２）　JA富里市のにんじん戦略　
～�安心安全で持続可能な全国一の冬にん
じん産地づくり、出荷量の9割で野菜
価格安定制度が活用～

ア　産地の概要
富里市は、千葉県の北東部に位置する北

総台地のほぼ中央にあり、耕地の起伏が少
なく標高約40 ～ 50メートルの台地、市
の中央から利根川に注ぐ根木名川と印旛沼
に注ぐ高崎川の分水嶺となっており、千葉
県下有数の農業地帯で、川沿いを除く耕地
の大部分が腐植質の黒ボク土であるため、
耕地利用の多くが畑作という野菜産地であ
る。総面積は約54平方キロメートルで、
東京都心より50 ～ 60キロメートル圏に
あり、市の北部を東関東自動車道がとおり
東京都市部や大田市場などに１時間以内で
搬送が可能となっている。全国的に有名な
にんじん、すいかをはじめ、だいこん、ト
マトなど多種多様な野菜が生産されてい
る。

JA富里市は、昭和23年４月に発足し、
60年４月に町政施行に伴い富里町農業協
同組合に、平成14年４月に市政施行によ
り現在の富里市農業協同組合の名称となっ
た。発足以降合併はしておらず組合員数は
2426戸である。

にんじんは、かつては長にんじん（東洋
種）が主体で年一作であったが、短にんじ
ん（西洋種）は春播きと夏播きと播種時期
が幅広く畑作経営に取り入れやすい品目と
なり、すいかと夏播きにんじんの栽培が可
能となった。昭和50年代に入るとにんじ
んの需要が高まり、だいこんやはくさいに
代わって生産が増えていった。現在は、富
里・八街地区を中心に1000ヘクタールを
超える作付けがあり、全国有数のにんじん
の産地を形成している。にんじんとすいか、
トマト、落花生、スイートコーン、さとい
もを組み合わせて生産している農家が多
い。

JA富里市では、人参部会が組織されて
おり、令和元年の所属する部会員は345
名、作付面積は450ヘクタールとなって
いる（表16）。家族経営が多く平均経営規
模は約1.3ヘクタールであるが、大規模生
産者では平均３～４ヘクタールである。
JA富里市の冬にんじん出荷量の９割で野
菜価格安定制度を活用されている（写真
１、２）。

イ　機械化・省力化・品質向上の取り組み
にんじん生産は、機械化が進んでおり、

播種機、掘り取り機、選別機、洗浄機など

写真１　富里市のにんじんのほ場 写真２　収穫されたばかりのにんじん
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を多くの生産者が所有しており、収穫後に
自宅で選果・選別して箱詰めを行い農協の
集荷場に搬入し、農協が分荷して出荷する
共販方式の販売を行っている。

栽培品種は、愛紅（あいこう）、ベーター
441、れいめいなどであるが、毎年５品
種程度の栽培試験を実施し、10年程度か
けて耐病性、耐寒性、機械収穫などに適合
する品種を決定している。

播種は、７月上旬から８月中旬に行うが、

コート種子を用いて生産者が保有する播種
機で行われ、播種後から発芽まではかん水
に十分気を付けている。生産者はかん水設
備を有しており、干ばつでも対応できるた
め発芽率は９割以上を確保している。肥料
等は、有機配合肥料などを施肥計画により
投入しており、農薬の使用は、播種後に除
草剤を散布し、発芽から使用基準に沿って
数回（２～３回）行っている。

出荷は、10月下旬から3月末まで行わ
れるが、毎年11月初旬ににんじんの形状
などの品質・規格の統一を図るための査定
会を開催し、多くの生産者が参加し、にん
じんの選果・荷造方法などを確認し、富里
にんじんのブランドの維持に取り組んでい
る。11月中旬、12月中下旬の２回収穫の
ピークがあり、日量４万ケースを出荷する

（写真３、４、５、図７）。

表16　JA富里市の人参部会部員数、
　　　栽培面積および出荷数量

（単位：名、ha、万ケース）

H27 28 29 30 R元
部 員 数 379 369 365 358 345
栽培面積 420 435 450 440 450
出荷数量 194 175 153 162 140

資料：富里市農業協同組合調べ

写真５　集荷場に出荷されたにんじん

写真３　掘り取り機による収穫の様子 写真４　JA富里市のにんじん査定会の様子

図７　富里にんじんPRキャラクター
「さとみちゃん」
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ウ　「もっと安心農産物」の取り組み
JA富里市では、平成8年に環境にやさ

しい集落に指定されるなど、生産者が土づ
くりにこだわりをもって安心安全な農産物
の生産に取り組んでいる。９年から減農薬
栽培に取り組み、14年からは「ちばエコ
農産物」として認証を受けて生産・販売を
行っている。ちばエコ農産物は、作付前と
収穫前の２回の審査を経た生産者を認証す
るものであり、認証を受けた生産者は「ち
ばエコ農産物マーク」（写真６、７）を使
用して出荷することができる。人参部会の
会員の約80名の生産者が認証を受けてい
る。

減農薬栽培の特徴は、前作時に堆肥を投
入して土づくりを行うことであり、有機質
配合肥料を主体とした施肥計画を組み、環
境に配慮した生産を行っている。施肥前に
土壌診断を実施して必要量の施肥を行うと
ともに、慣行栽培の半分以下の農薬使用回
数で栽培している。

生産者は、栽培履歴を農協に提出し、使
用農薬や使用時期などを確認しているが、
残留農薬は出荷前と出荷中の２回確認して
いる。また、農協が千葉県版GAP（Good 
Agricultural Practice：農業生産工程管

理）に準じてチェックリストを作成して生
産者に配布し環境にやさしい農業生産に取
り組むなど、消費者が求める安心安全な農
産物づくりと環境への負荷を減らした持続
可能な農業に向けた「もっと安心農産物」
の取り組みを推進している。

また、JA富里市では、食と農の理解促
進のため、毎年、地元小学校の総合学習と
して学校内の畑での冬にんじんの種まきか
ら収穫までの授業の支援を行っている。

エ　直販や契約取引などによる販路の拡大
JA富里市では、卸売市場取引を主体と

しつつ、量販店、商社、ジュースなどの原
料企業、業務用野菜取扱企業、県内主要スー
パーのインショップなどとの契約取引によ
るにんじんの販路の拡大に取り組んでい
る。出荷先の割合は、卸売市場７割、直販
などが３割であるが、販売専任担当などに
よる営業活動により直販などの取引が増加
している。市場出荷は、京浜市場が中心で
あるが、青森県から大阪府までの主要市場
へ出荷している。直販は、２店舗の直売所、
量販店との直接取引（量販店の集配セン
ターへの配送）、県内の主要スーパーでの
インショップ、商社などを通じてのスー

写真６　集荷場に出荷された
「ちばエコ農産物」

写真７　「ちばエコ農産物」の
小袋入りにんじん
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パーの地場産品コーナーへの出荷・販売を
行っている。また、C級品などはジュース
などの加工用として食品製造企業に直販し
ている（写真８、９）。

オ　農業人材確保の取り組み
JA富里市管内でも生産者の高齢化が進

んでいるが、農協のホームページでの新規
作付者の募集などを行い、毎年新規就農者
が５～６名参入しており、若い生産者が休
耕地を借り受けて生産を拡大していること
から、にんじんの作付面積は増加している。
また、大規模生産者を中心にベトナムなど
の外国人実習生（農協が仲介したベトナム
人実習生８名など）を受け入れているが、
本年は、新型コロナウイルス感染症の影響
で新規に外国人実習生を確保できず、作付
面積を減らして対応した生産者もいたが、
JA富里市では求人サイトの立ち上げなど
労働力の確保に取り組んでいる。

（3）　まとめ
にんじんは、ビタミン、ミネラル、食物

繊維などが豊富で多彩な調理・加工方法が
あるため消費は堅調に推移しているが、全
国の作付面積が減少する中で、全国の64

地区の指定産地が経営規模の拡大、機械化
などにより経営の効率化を進め、全国のに
んじん出荷量の８割を担う中核供給基地と
なっている。にんじんは、露地で栽培され
るため天候の影響を受けやすく、価格低落
は農家経営に甚大な影響を与えるため、
JA富里市では、冬にんじん出荷量の9割
で野菜価格安定制度が活用されており、昭
和55年の指定産地の指定以来40年以上に
わたり、野菜価格安定制度で価格変動リス
クに対応しながら、機械化・省力化、品種
開発、減農薬栽培、直販など販路拡大、農
業人材確保などに積極的に取り組み、全国
一の冬にんじん産地をつくり上げた。更に
ちばエコ農産物認証制度など、消費者が求
める安心安全な農産物づくりと環境への負
荷を減らした持続可能な農業に向けた

「もっと安心農産物」に取り組み、将来に
わたり消費者ニーズに応える信頼と競争力
のある産地づくりを推進している。

本稿の作成にあたり、ご協力をいただい
たJA富里市、全農千葉県本部の皆様に深
く感謝を申し上げる。

写真８　JA富里市本店敷地内の直売所
「JA旬菜館」

写真９　スーパーでの販促活動
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